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はじめに

社会システムを構成するための設備，機器は多数あるが，これらを支えているのは電力の安定

供給であることは言うまでもない。これらの設備，機器の一部，あるいは一瞬でも電力供給が途

絶えることになれば，システムが停止することで社会に甚大な被害をもたらし，人身に関わるこ

とも少なくない。

これを受けて，電気設備学会関西支部は平成 28，29 年度に「高圧受電設備の劣化と余寿命」に

関する調査・研究を関西電力(株)殿からの委託のもとに実施し，報告書では主に高圧受電設備にお

ける故障・事故の実態（部位，影響範囲など）や高圧受電設備の劣化（メカニズム，発見・診断の

プロセス，施設環境の影響など）に関する調査結果，個別需要家さまに実施した実態調査アンケ

ートの分析結果，撤去物の調査・解析に基づく高圧受電設備の経年劣化傾向と余寿命の相関関係

の考察，余寿命を延ばすためのアプローチについて言及している。この報告書は高圧受電設備の

劣化による故障や事故の未然防止に関する有益な資料となり得ると考える。

しかしながら近年，地震や台風，大雨等の自然災害や電気事故が発生した場合でも重要なシス

テムは停止しない，あるいは停止した場合でも早期に復旧させる BCP（Business Cotinuity Plan：

事業継続計画）の策定も求められつつある。

このような社会情勢のもと，電気設備学会関西支部では平成 28，29 年度に続いて関西電力(株)

殿より「高圧受電設備の BCP 対策」に関する調査・研究の委託を受け，電気設備学会関西支部内

に調査・研究委員会を組織した。本委員会は，「系統停電時の被害の影響を小さくする」，「需要家

構内の事故を発生させない」という需要家側の被害の低減に加えて，「系統への波及事故を発生さ

せない」という社会に与える被害の低減に資することも目的として鋭意調査・研究を進めてきた。

本報告書は，平成 30，31 年度に実施された当該調査・研究の成果をまとめたものであり，広義

の BCP の概念から施設建物における BCP 対策，電気設備における BCP 対策，高圧受電設備に

おける BCP 対策と掘り下げる形で調査した結果，個別需要家さまへの実態調査アンケートの実

施・集計・分析結果を示した。更に，この結果をもとに BCP 整備体制・設備機器対策等の実情の

把握や評価，BCP 対策の重要性の周知や教育のためのツールとして活用されることを期待して作

成したチェックシートを掲載している。

本研究では，調査・研究の体制として，委員会に 2 つのワーキンググループ WG1 と WG2 を置

いた。WG1 では主に BCP の定義および対策（広義の BCP の定義，施設建物全般，電気設備，高

圧受電設備の BCP 対策）について調査・研究を行い，BCP チェックシートを作成した。WG2 で

は主に実態調査アンケートの作成（アンケート対象者層，アンケート項目等の検討）・集計・分析

を行った。実態調査アンケートの実施は各需要家さまに対して委員会全体で行った。

以上のように鋭意調査・研究活動を実施して作成した本報告書は高圧受電設備の BCP 対策に

関する興味深い内容が網羅されており，今後，災害時でも需要家構内の事故や系統への波及事故

等を減少させる，あるいは復旧を早めるための一助になればと考えている。

最後に，本委員会委員ならびに関係各位のご努力に深く感謝申し上げます。
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(一社)電気設備学会関西支部

高圧受電設備の BCP 対策に関する

調査・研究委員会

委員長 米津 大吾
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BCP チェックシート

１ BCPチェックシートの目的

昨今の災害を受けて，本報告書は BCP の観点から「電気の安全性や重要性」を中心に，一般

的な BCP 対策(第 2 章)，電気設備/高圧受変電設備の BCP 対策(第 3 章)，BCP 対策の実施状況

調査(第 4 章)までをまとめたものである。

BCP チェックシートは，各事業主・各建築設備管理者等の方々に，建物での BCP の整備体

制・設備機器対策等の詳細に実情把握し，BCP を客観的に評価するツールとして作成した。な

お，防災設備は設計段階での条件設定が主となるので項目から除いた。

２ BCPチェックシートの活用

（１）チェックシートの設問設定

1）一般編

一般的な BCP 対策のチェックシートとなる。具体的には、社内 BCP 体制（災害訓練・

緊急連絡等），インフラ(上下水・通信)，建築設備(電気設備以外)として、第 2 章を中心

に設問項目を選定した。

2）電気設備／高圧受変電設備

電気設備全般、災害毎に合せた高圧受変電設備の BCP 対策のチェックシートとなる。具体

的には、電気設備機器の保全，インフラ(電力関連)，自然災害毎に対する高圧受変電設備とし

て，第 3 章，第 4 章を中心に設問項目を選定した。

3）チェックシートの利用方法

BCP チェックシート「一般編」「電気設備／高圧受変電設備」の設問について

① 網掛けの設問は，当委員会で「BCP 重要項目」と選定している。

②設問に該当する場合は「1」を記入する。 ※本報告書は想定で「1」を記入

③追加回答(1 次チェック用)欄は，設問に対する補足説明や追記箇所となる。

④参考資料欄は，設問に対し，本報告書で詳細説明している箇所となる。

（２）総合評価

上記 3）②で「1」を記入した設問のチェック数の集計を行い，「一般編」「電気設備／

高圧受変電設備」に分けて総合評価する。

総合評価表の見方は，「一般編」を例とすると，総合評価表内の「総合評価」は「設問数」と

「重要度設問数」の項目に分け，各項目毎に個別評価している。円グラフは、「全体の評価」「重

要項目の評価」の BCP 実施状況を表したものである。

以上，アンケート参考資料「電気設備 BCP 事例」と共に，BCP チェックシート総合評価を

受けて，日常業務の中で，BCP 改善を継続的に実施して BCP の定着を図り，事業継続能力の

強化に繋げて頂きたいと考える。

（３）BCP チェックシート

次頁より BCP チェックシート「一般編」「電気設備／受変電設備編」を示す。
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